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“ECHONET LiteTM”とは
家庭内の電気製品を通信でつなげるための規格

“ECHONET LiteTM”
ECHONET： Energy Conservation and Homecare NETwork
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ECHONET Lite機器出荷台数 調査結果
2013~15年度 （スマート電力量メーターを除く）
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● ECHONET Lite搭載 スマートメーターは、全国１/4世帯に設置済み
● エアコンは、年間出荷台数の約半数がECHONET Lite対応！！

（台）

1,104,414

2,082,234

2,639,749

出荷台数 合計（台）

43,42,58(千台)
11,9,4(千台)

2,7,7(千台)4,6,13(千台)

47,122,237(千台)

764,1522,1998(千台)

48,53,55(千台)

185,320,265(千台)

スマートメーター設置済み台数
（2016年２月末時点）

（万台）

1338.9 万台

※ 経済産業省
総合資源エネルギー調査会
電力・ガス事業分科会 資料より※ アプリ、燃料電池、照明、EV充放電器は、統計情報として取り扱えないため記載なし.
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ECHONETLite市場形成へのステップ

メーカー系

アプリ・サービス系

ディストリビューター
設置系

ネットワーク事業者
デバイスベンダ ソフトベンダ

認証支援
ツール販売
コンサル

利用者

インストーラ B2B顧客

ﾊｳｽﾒｰｶ/ｾﾞﾈｺﾝ/ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾊﾟｰ etc.

販売店

ﾘﾃｰﾗ
システムインテグレータ

Sler

ディーラ

ディストリビュータ

アプリ/サービス提供者

アプリ開発

事業者

ソフトベンダ

ソフトウェアベンダ

アプリ・OS・パッケージ

VM・DB・クラウド基盤

ハード部品提供 ソフト部品提供

受託開発

認証関連ｻｰﾋﾞｽ業者

機器認証

サーバ認証

アプリ認証

ｼｽﾃﾑ認証

Sler認証

機器

設備 ｼｽﾃﾑ
ハード サービス

サービス

AP
P

機器・設備ﾒｰｶ(ｾｯﾄﾒｰｶ)

組込ｿﾌﾄ開発

ﾃﾞﾊﾞｲｽ開発 ｻｰﾋﾞｽ提供

ｱﾌﾟﾘ開発

サービスプロバイダ

サーバ事業者

laaS/PaaS/
SaaS

ソフト認証

認証機関STEP１（~2014）
・規格の充実
・技術セミナー開催
・展示会等での

認知度向上

STEP２（2015~）
・AIF第三者認証
スキーム整備

STEP３（2016~）
・ハウスメーカー
/ホームビルダー
認知度向上
・利用者
認知度向上

今年度からの
活動重点項目

今後の
重点目標
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IoT住宅 普及推進に関する活動

２．平成28年度補正予算 ZEH公募説明会に参加 （2016/11）

平成28年度補正予算 ZEH補助金公募説明会(SII主催)へ参加し、
ECHONET Lite 及び、IoT住宅について、エコーネットコンソーシアムから説明。

・ 期間 ： 11/7 ~ 11/18
・ 会場 ： 全国１８カ所

１．ZEH・HEMS・IoT住宅を紹介するリーフレット作成 （2016/9）

住団連様、JEMA様、エコーネットコンソーシアム三団体連名の
ZEHビルダー営業担当が需要家に説明できるリーフレット。

・ これまでのエコーネットコンソーシアム配布実績
約4,500部
－ CEATEC2016 コンファレンス来場者
－ コンソーシアム会員からの配布
－ 平成28年度補正予算 ZEH公募説明会
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ECHONET LiteTMのプロトコル（インターフェース）
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機器の通信ソフトの階層（プロトコルスタック）

アプリケーション
（サービス）

伝送メディア
/ネットワーク

L4
～
L1

L7
～
L5

ECHONET Lite
通信ミドルウェア

ECHONET機器ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ

●様々な標準通信規格が使える

例）Ethernet、Wi-Fi、Bluetooth
Wi-SUN、G3-PLC等

「ECHONET機器オブジェクト詳細規定」
（機器を制御するコマンド）

「ECHONET Lite規格書」
（プロトコル、通信手順）

AIF（アプリケーションインタフェース）

「アプリケーション通信インタフェース仕様書」
（機器毎の動作仕様）

● ECHONET Liteは以下の３種類の規格から構成されます。
① ECHONET Lite規格 (2011年策定)

② ECHONET機器オブジェクト詳細規定 （半年毎に改定を継続中)
＜メーカ間の相互接続性向上のため2014年から作成開始＞

③ アプリケーション通信インタフェース仕様 (現在も追加改定中)

国際標準規格 IEC62394

国際標準規格ISO/IEC14543-4-3
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第三者認証制度

ECHONET Lite規格の更なる相互接続性の向上を目的として、
以下の２種類の第三者認証制度を実施しています。

① ECHONET Lite AIF認証制度
② ECHONET Lite 認証制度

※詳細は、エコーネットコンソーアムHP（http://echonet.jp/kikaku-ninsyo/）
又は、認定認証機関/試験機関にお問い合わせください。

伝送メディア

ECHONET Lite

スマート
電力量
メータ

エアコン 照明 蓄電池・・・

※各規格化団体の規定に従い実施

① ECHONET Lite AIF認証制度
・ 認証 ： 第三者機関による認証
・ 試験 ： 第三者機関による試験

② ECHONET Lite 認証制度
・ 認証 ： 第三者機関による認証
・ 試験 ： 自己適合試験の実施
（※スマート電力量メータは、第三者機関による試験）
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ECHONET Lite AIF認証製品スケジュール

2016
9月 10月 11月 12月

2017
1月 2月 3月 4月

認証開始
2016年4月～

【仕様改定機器】

蓄電池

【追加対象機器】

業務用空調
ショーケース

【仕様改定機器】

ヒートポンプ給湯機

認証機関
試験機関 公募

Release I

全会員レビュー

開発／動作確認

認証対象として追加される機器、仕様追加となった機器の認証開始時期

（HEMS重点8機器）

認証開始

会員レビュー仕様検討

制御コマンド仕様

各仕様書（AIF仕様書、認証試験仕様書）

試験ツール

公開

公開

公開

公募 認定審査 認定機関決定
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認証開始

幹事会員
レビュー

仕様書作成
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● ECHONET Lite規格書は一般公開しています。
“興味のある方は、誰でも規格の閲覧ができます。”

・一般公開文書： ECHONET Lite規格書
ECHONET機器オブジェクト詳細規定

・公開方法 ： エコーネットコンソーシアムホームページよりダウンロード

URL http://echonet.jp/

ECHONET Lite規格書の入手方法

ここをクリック
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ECHONET Lite 対応（認証取得）製品
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● ECHONET Lite 認証取得製品は、エコーネットコンソーシアム
ホームページに公開しています。

URL http://echonet.jp/product/echonet-lite/

※ 製品に関するお問い合わせは、製品の発売元に直接お問い合わせください。

ここをクリック
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ご清聴ありがとうございました。
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ECHONET Lite普及へのステップ

ご利用いただくお客様

機器・設備メーカ

ハウスメーカ／ホームビルダー

認証機関

サービス提供

アプリ開発

サービス開発

デバイス／ソフトベンダ

STEP１（~2014）
・規格の充実 ・技術セミナー開催
・展示会等での認知度向上

STEP２（2015~）
・AIF第三者認証、スキーム整備

システムインテグレーター
設置／施工 他

STEP３（2016~）
・ハウスメーカー/ホームビルダー認知度向上
・利用者認知度向上


